
一
、
筋
肉
を

断
た
ざ

れ
ば
、

善
買
（
商
）
ど

な
る
能

わ
ず
 

一
、
肩
背
を

傷
つ
け
ざ

れ
ば
、

善

エ
ど
な

る
能
わ
ず
 

一
、
糞
尿
を

掬
せ
ざ

れ
ば
、

善
農
ど
な
る

能
わ
ず
 

一
、
死
地
を

踏
ま
ざ

れ
ば
、

善
士
ど
な
る

能
わ
ず
 

＝ニ明治 100年一 

て
 

え
 

の
 

近代設備を と と 

西北中央病院落成記念式典 

タバコは市内で 
（ 	 買い ま し よ う 
i あなたが市内でタバコを買うと年間5.490万円 

三 ものタバコ消費税が市に入ります。 

、 タバコはぜひ市内で買いましよう。 

（偉容を誇る西北中央病院前景） 

昭和33年 9 月 1 日第三種郵便物認可 

報
 

広
 

市
 

原
 

所
 

五
 

全
て
が
で

き
あ
が
る
 

四
か
年
の
才
月
と
、
五
億
11
1
 

千
万
円
の
大
き
な
費
用
を
投
じ

た
西
北
中
央
病
院
は
、
鉄
筋

コ

ン
ク
リ
ー
 

ト
造
り
、
 

地
下

一
階

地
上
六
階

の
県
下
に

誇
る
立
派

な
も
の
で

す
．
 

さ
る
、
 

ニ
月
十
九

日
か
ら
、
 

新
館
で
診

療
を
は
じ

め
て
い
ま

す
が
、
こ

の
ほ
ど
附

帯
設
備
な

ど
の
全
工

事
を
終
り

六
月
一
日

市
民
文
化

会
館
で
、
 

関
係
者
一
一

百
五
十
名
 

を
招
き
、
 

落
成
式
を
行
な
い
ま
し
た
。
 

式
典
は
、
管
理
者
で
あ
る
佐

々
木
市
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い

て
、
事
務
局
長
の
経
過
の
報
告

工
事
関
係
者

へ
の
感
謝
状
の
贈

呈
、
県
知
事
、
弘
大
学
長
、
国

会
議
員
、
県
議
会
議
員
方
の
祝

辞
を
い
た
だ
き
盛
大
な
も
の
で

し
た
。
 

西
北
五

の
中
心
病

院
と
し
て
の
設
備

を
も
つ
 

総
合
病
院
、
救
急
病
院
の
指

定
は
も
ち
ろ
ん
、
成
人
病
対
策

相
談
室
、
短
期
人
間
ド
ツ
ク
な

ど
、
医
療
の
機
械
、
器
材
の
設

備
も
近
代
病
院
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
も
の
を
備
え
て
い
ま
す
。
 

現
在
は
、
病
床
三
百
ペ
ツ
ト
 

（
本
院
）
基
準
看
護
、
基
準
寝

具
、
基
準
給
食
を
実
施
し
、
明

る
い
各
室
、
広
い

ロ
ビ
ー
、
廊

下
な
ど
病
院
特
有
の
陰
気
く
さ

さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
、
明
る
く

清
け
つ
な
、
ま
さ
に
西
北
五
の
 
 

基
幹
医
療
セ
ン
タ

ー
と
し
て
誇

れ
る
も
の
で
す
。
 

病
院
 

の
 
歴
 史
 

昭
和
六
年
、
有
限
責
任
利
用

組
合
立
で
、
現
在
地
に
新
築
さ

れ
た
の
が
今
日
の
は
じ
ま
り
で

す
。
初
代
院
長
は
劉
四
郎
氏
で

昭
和
十
九
年
に
は
青
森
県
農
業

会
に
統
合
さ
れ
、
そ
の
年
の
大

火
で
全
焼
す
る
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
二
十

11
1
 

年
に
は
県
厚
生
農
業
協
同
組
合

連
合
会
に
移
り
，
さ
ら
に
は
昭

和
三
十
四
年
五
所
川
原
市
に
移

つ
て
か
ら
は
、
当
時
の
市
立
病
 
 

院
と
と
も
に
い
よ
い
よ
充
実
の

度
合
い
を
ま
し
て
今
日
に
い
た

つ
て
い
ま
す
。
 

診
療
科
目
も
、
内
科
（
第
一

第
二
）
、
 外
科
、
整
形
外
科
、
 

小
児
科
、
産
婦
人
科
、
皮
膚
泌

尿
器
科
、
眼
科
、
耳
鼻
咽
喉
科

放
射
線
科
、
臨
床
検
査
科
、
精

神
科
の
、
十
二
科
綜
合
病
院
と

な
つ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
建
設
の
資
金
は
、
国
民

年
金
の
特
別
融
資
を
も
つ
て
実

現
さ
れ
た
も
の
で
す
の
で
、
市

民
の
皆
様
も
．
こ
の
年
金
制
度

の
趣
旨
を
十
分
認
識
く
だ
さ
れ

ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
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（吉野桜を植える） （花だんの手入れ） 

防
火

重

点
地

区

に
 

②
 

旧
市

内
六

か
所
を

指

定
 

市政ニユース 

さ
る
七
日
早
朝
火
災
が
発
生

し
た
東
町
地
域
で
、
過
去
三
年

間
に
四
回
も
の
火
災
が
あ
り
、
 

最
近
市
民
に
不
安
が
つ
の
つ
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
市
消
防

本
部
で
は
、
佐
々
木
市
長
、
沢

田
消
防
長
、
対
馬
消
防
本
部
次

長
、
小
山
内
消
防
署
副
長
ら
が

十
日
特
別
査
察
を
行
な
い
、
防

火
対
策
を
協
議
し
ま
し
た
。
 

こ
の
結
果
、
東
町
料
飲
街
、
 

川
端
町
料
飲
街
、
布
屋
町
電
気

館
附
近
料
飲
街
、
れ
ん
ぱ
い
市

場
、
末
広
町
住
宅
街
、
さ
つ
き
 

十
勝
沖
地
震
は
各
地

方
に
多
大
の
爪
あ
と
を

残
し
た
が
、
南
部
地
方

の
水
稲
の
被
害
も
ま
た

大
き
な
も
の
で
し
た
。
 

こ
の
よ
5
な
こ
と
か

ら
、
竹
内
知
事
は
六
月

十
日
市
役
所
を
訪
れ
、
 

南
部
地
方
に
対
す
る
救

援
苗
の
拠
出
方
を
要
請

し
ま
し
た
。
 

市
農
林
商
工
課
 
 

町
住
宅
街
の
六
地
区
を
、
道
路

が
せ
ま
く
、
家
屋
が
密
集
し
て

危
険
な
場
所
と
し
て
、
防
火
重

点
地
区
に
指
定
し
、
火
災
予
防

を
強
化
す
る
た
め
非
常
査
察
を

行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

ま
た
重
点
地
区
は
、
異
常
乾

燥
注
意
報
、
火
災
警
報
発
令
の

さ
い
、
昼
夜
に
関
係
な
く
、
町

内
会
長
た
ち
の
協
力
を
得
て
非

常
査
察
を
行
な
い
、
さ
ら
に
旧

市
内
の
防
火
貯
水
槽
の
配
置
も

再
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
 

で
は
、
市
青
年
団
協
議
会
、
農

業
改
良
普
及
所
、
各
支
所
、
市

農
協
と
協
議
連
絡
の
う
え
、
一
一

十
四
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
分
八
万

六
千
二
百
四
十
三
束
（
二
十
四

町
六
反
分
）
 の
苗
を
市
内
か
ら

集
め
お
く
り
ま
し
た
。
 

佐
女
木
市
長
の
提
案

に
よ
る
・
 
ゴミ
・
ド
ロ
 

ー
掃
、
緑
を
植
え
る
「
 

き
れ
い
に
す
る
デ

ー
」
 

運
動
に
、
さ
る
四
月
一
一

十

一
日
に
寺
町
・
岩
木

町
の
清
掃
、
錦
町
の
植

樹
、
五
月
ニ
十
六
日
に

は
田
園
調
布
が
花
い
っ

ぱ
い
で
参
加
し
ま
し
た

が
、
こ
ん
ど
は
平
和
町

が
六
月
二
日
こ
の
運
動

に
参
加
し
ま
し
た
。
 

平
和
町
町
内
会

（
野
呂
甚
助

会
長
・
三
百
八
十
三
戸
）
 
では

お
父
さ
ん
方
が
、
市
保
険
衛
生

課
の
協
力
を
得
て
の
ゴ
ミ
、
ド
 

ロ
一
掃
と
明
治
百
年
記
念
吉
野
 

桜
百
本
の
植
樹
、
お
母
さ
ん
方
 

が
花
だ
ん
の
手
入
れ
、
子
ど
も
 

子
育
連
総
会

お
わ
る
 

市
子
ど
も
会
育
成
団
体
連
合

会
は
、
六
月
十
日
夜
、
市
中
央

公
民
館
に
お
い
て
、
加
盟
三
十

八
子
ど
も
会
の
世
話
人
が
集
ま

つ
て
総
会
を
ひ
ら
き
、
役
員
を

つ
ぎ
の
と
お
り
改
選
し
ま
し
た
 

会
 

長
 
浅

利
 
政
一
 

（
旭
 
町

）
 

副

会
長
 
野

呂
 
甚

助
 

（
平
和
町
）
 

副
会

長
 
工

藤
 
力
 
夫
 

（
米
 
・
田
）
 

事
務
局
長
 
神
 

正
 
良
 

（
平
和
町
）
 

会
 

計
 
益
 
田
 
竜
馬
 

（
十
川
町
）
 

監
 
事
 
小

野
 
清
茂
 

（
末
 
広
町
）
 

監
 
事
 

高
橋
佐
次
兵
衛
 

（
水
野

尾
）
 

監
 
事
 
吉
 
田
 

豊
 

（
千
鳥

町
）
 

理
 

事
 
渋
谷
 

と
く
 

（
野
 
崎
）
 

他

一
一
十
九名
 
 

た
ち
が
少
年
用
グ
ラ
ン
ド
の
清

掃
作
業
を
行
な
い
ま
し
た
。
 

山

火
事

防
止
に
 

ご
協
力
く
だ
さ
い
 

山
火
事
の
起
こ
り
や
す
い
時

期
を
む
か
え
ま
し
た
。
森
林
作

業
や
山
菜
と
り
な
ど
で
山
に
入

つ
て
も
、
火
の
も
と
に
は
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

A
森
林
に
ー
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
範
囲
で
、
火
入
れ
を
し
よ
う

と
す
る
場
合
は
、
市
町
村
長
の

許
可
を
う
け
て
く
だ
さ
い
。
 

A
国
有
林
の
ー
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
範
囲
で
、
火
入
れ
を
し
よ

う
と
す
る
場
合
、
市
町
村
長
の

意
見
書
を
添
え
て
、
営
林
署
長

の
承
認
を
う
け
て
く
だ
さ
い
。
 

A
火
人
れ
を
す
る
と
き
は
、
 

山
林
管
理
者
か
営
林
署
長
へ
、
 

日
時
、
防
火
設
備
等
を
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。
 

A
森
林
内
で
は
、
絶
対
た
き

火
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

こ地震救援苗は86243束 

結 
果 

（救援苗を要請する知事） 

（東町の特別査察） 

きれいにするデーつづく 



市政ニユース ⑧
 

市
民
文
化
会
館
で
は
、
開
館

五
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
市

教
育
委
員
会
、
市
青
少
年
問
題

協
議
会
、
五
所
川
原
芸
協
の
後

援
を
得
て
七
月
二
十
八
日
（
日
）
 

子
ど
も
劇
場
を
ひ
ら
き
ま
す
。
 

だ
し
も
の
は
、
N
・H
・K
テ

レ
ビ
 
「
プー
フ
ー
ウ
」
 
や
 
「
ひ

よ
つ
こ
り
ひ
よ
う
た
ん
島
」
で

お
な
じ
み
の
、
人
形
劇
団
ひ
と

み
座
公
演
で
す
。
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
①
お
馬
に

化
け
た
狐
ど
ん
、
③
ひ
よ
つ
こ
 

馬
神
山
に
U
波
の
 

テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
 

こ
と
し
十
一
月
か
ら
来
年
五

月
に
か
け
て
開
局
す
る
U
・H
・
 

F
 
（
極
超短
波
）
テ
レ
ビ

・
7
 

ン
テ
ナ
建
設
調
査
団
の
一
行
が

八
日
当
市
を
訪
れ
、
岩
舘
助
役

の
案
内
で
、
予
定
地
の
中
山
山

脈
最
高
の
馬
神
山

（
五
百
四
十

九
米
）
を
調
査
し
ま
し
た
。
 

こ
の
U
・H
・F
の
完
成
に
よ
 

つ
て
、
テ
レ
ビ
の
オ
ー
ル
チ
ヤ

ソ
ネ
ル
化
が
で
き
、
こ
れ
ま
で

の
電
波
雑
音
や
、
二
重
写
り
は

解
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
当

市
内
で
は
、
 こ
れ
ま
で
以
上
に

鮮
明
な
画
面
が
楽
し
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
と
く
に
カ
ラ

ー
 

受
像
に
は
最
適
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
 

こ
れ
ま
で
の
テ
レ
ビ
（v

・H
 

F
）
 
にコ
ン
バ
ー
タ
ー
 
（九
千
 
 

り
ひ
よ
う
た
ん
島
（
泣
い
た
ト

ラ
ヒ
ゲ
の
巻
）
、
 ③
は
や
の
み

こ
み
の
子
猫
、
④
人
形
の
お
は

な
し
、
の
四
つ
で

一
時
間
半
で

お
わ
り
ま
す
。
 一
回
目
は
十
時

か
ら
、
二
回
目
は
十
三
時
か
ら

三
回
目
は
十
八
時
半
か
ら
で
す

入
場
券
は
、
幼
児
小
学
生
が

百
円
、
中
学
生
以
上
の
大
人
が

二
百
五
十
円
、
親
子
券
が
三
百

円
で
、
市
民
文
化
会
館
、
五
所

川
原
芸
協
で
発
売
し
て
い
ま
す
 

円
位
）
と
い
う
も
の
を
と
り
つ

け
る
だ
け
で
簡
単
に
切
り
か
え

ら
れ
る
そ
う
で
す
。
 

県
身
体
障
害
者
 

福
祉
強
調
週
間
 

六
月
二
十
四
日
か
ら
、
県
身

体
障
害
者
福
祉
強
調
週
間
が
行

な
わ
れ
ま
す
。
 こ
れ
は
身
体
障

害
者
更
生
援
護
思
想
の
普
及
啓

発
を
は
か
り
、
広
く
県
民
の
理

解
と
関
心
と
、
身
障
者
の
自
立

更
生
の
意
欲
を
高
め
、
福
祉
行

政
を
強
力
に
推
進
す
る
目
的
で

行
わ
れ
る
も
の
で
す
。
 

ま
た
週
間
行
事
の
主
な
る
も

の
は
、
①
六
月
二
十
二
日
午
前

八
時
十
五
分
か
ら
青
森
放
送
（
 

ラ
ジ
オ
）
広
報
タ
イ
ム
 
「身
体

障
害
者
の
福
祉
に
つ
い
て
」
県

児
童
婦
人
課
平
田
課
長
補
佐
、
 

③
「
県
政
の
あ
ゆ
み
」
に
よ
る
 

P
R
 「
身
体
障
害
者
福
祉
強
調
 
 

運
動
に
つ
い
て
」
、
③
新
聞
に

よ
る
趣
旨
の
徹
底
な
ど
で
す
。
 

児
童
健
全
育
成
対
 

策
推
進
員
き
ま
る
 

次
代
を
に
な
う
青
少
年
の
健
 

全
育
成
を
は
か
る
た
め
の
推
進
 

員
が
き
ま
り
ま
し
た
。
 

小
 
山
 
内
 
有
 

義
 

（布
屋
町

・
自
転
車
業
）
 

渋
 

谷
 

慎
 

一
 
郎
 

（
吹
 
畑

・
建
設

業
）
 

身
体
障

害
者

巡
回
 

診

査

・
更
生

相
談
 

身
体
障
害
者
福
祉
法
に
よ
り

本
年
度
の
巡
回
診
査
が
つ
ぎ
に

よ
つ
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
か
ら
、
あ
ら
た
に
手
帳

を
交
付
し
て
ほ
し
い
方
，
す
で

に
手
帳
を
も
つ
て
い
る
方
で
障

害
に
変
化
の
あ
る
方
は
多
数
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
受
診

料
は
無
料
で
す
。
 

期
 
日
 

◇
耳
鼻
科
 
七

月
一
 
日
 

（
言
語
障
害
）
 

◇
眼
 
科
 

七
月
 
六
 日

◇
整
形
外
科
 
七
月
十
六
日

◇
内
 
科
 
七
月
三
十
一
日
 

時
刻
 
九
時
半
ー
十
五
時
 

会
場
 
市

内
下
平
井
町

市
福
祉
会
館
（
老
人
ホ
ー
ム

前
）
 

持
ち
も
の
 

身
障
者
手
帳
（
所
持
し
て
い

る
方
だ
け
）
、
 印
鑑
、
国
民

健
康
保
険
証
、
昼
食
（
近
く

に
食
堂
も
あ
り
ま
す
）
 

受
診
を
希
望
す
る
方
は
、
 

期
日
前
に
、
市
福
祉
事
務
所
 

（
電
話
三
〇
〇
三
番
）
 
にお

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

特
別

障

害
者

控
除
 

地
方
税
法
が
改
正
さ
れ
、
従

来
障
害
者
控
除
の
対
象
と
さ
れ

て
い
た
者
の
う
ち
、
精
神
又
は

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
者

に
つ
き
ま
し
て
は
、
特
別
障
害

者
と
し
て
八
万
円
の
所
得
控
除
 

（特
別
障
害
者
控
除
と
い
う
）
 

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

な
お
前
記
以
外
の
障
害
者
に

つ
き
ま
し
て
も
、
障
害
者
控
除

が
五
万
円
か
ら
六
万
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
か
ら
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。
 

特
別
障
害
者
の
範
囲
 

①
 
心
神
喪
失
の
状
況
に
あ
る

も
の
、
ま
た
は
児
童
相
談
所

精
神
薄
弱
者
更
生
相
談
所
、
 

（
何
れも
弘
前
市
大
字
向
外

瀬
に
あ
り
ま
す
）
精
神
衛
生

セ
ン
タ
ー
、
精
神
衛
生
鑑
定

医
の
判
定
に
よ
り
、
重
度
の

精
神
薄
弱
者
と
さ
れ
た
も
の
 

（
重
度
の
精
神
薄
弱
者
と
は

知
能
指
数
が
お
お
む
ね
3
5以

下
で
、
日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
程

度
に
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
も

の
）
。
 

②
 
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
よ

り
身
体
障
害
者
手
帳
を
交
付

さ
れ
、
身
体
上
の
障
害
の
程

度
が

一
級
又
は
二
級
と
記
載

さ
れ
て
い
る
も
の
J
 

③
 
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
に

よ
り
，
戦
傷
病
者
手
帳
を
交

付
さ
れ
、
精
神
上
又
は
身
体

上
の
障
害
の
程
度
が
恩
給
法
 

・
 

別
表
の
特
別
項
症
か
ら
第
11
1
 

項
症
ま
で
で
あ
る
も
の
と
し

て
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
。
 

④
 
原
子
爆
弾
の
被
爆
者
の
医

療
等
に
関
す
る
法
律
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
厚
生
大
臣
の

認
定
を
受
け
て
い
る
も
の
。
 

⑥
 
常
に
．就
床
を
要
し
、
複
雑

な
介
護
を
要
す
る
も
の
。
 

施
行

期
日

等
 

①
 
昭
和
四
十
三
年
四
月
一
日

か
ら
施
行
さ
れ
、
昭
和
四
十

三
年
分
の
地
方
税
か
ら
適
用

を
受
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と

②
 
特
別
障
害
者
控
除
を
受
け

る
た
め
の
手
続
き
は
、
障
害

者
控
除
を
受
け
る
場
合
と
同

様
で
あ
る
こ
と
。
 

な
お
、
昭
和
四
十
三
年
分

の
特
別
障
害
者
控
除
に
つ
き

ま
し
て
は
、
本
年
分
に
限
り

申
告
期
限
が
す
ぎ
て
い
ま
す

の
で
、
障
害
者
控
除
の
申
告

に
よ
り
特
別
障
害
者
控
除
が

適
用
さ
れ
る
取
扱
い
が
な
さ

れ
ま
す
。
 

た
だ
し
第

一
の
①
（
心
神

喪
失
の
常
況
に
あ
る
も
の
を

除
く
）
か
ら
③
ま
で
に
掲
げ

る
も
の
に
つ
き
ま
し
て
は
、
 

そ
の
適
用
を
受
け
る
に
は
、
 

納
税
通
知
書
が
交
付
さ
れ
る

六
月
末
ま
で
に
、
証
明
書
の

提
出
、
手
帳
の
提
示
等
所
定

の
手
続
き
を
行
な
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
 

ひょつこりひょうたん島の 

ド ン・ガ バ チ ョ 来 る 



市政ニユース 	 ④ 

り
 

よ
 

日
本
の
郵
便
は
、
毎
年
十
％

近
く
増
加
し
、
こ
の
十
年
間
に

約
二
倍
の
年
間
百
億
通
あ
る
そ

う
で
す
。
 

郵
政
省
で
は
、
年
々
増
加
す

る
郵
便
物
を
、
よ
り
早
く
、
よ

り
確
実
に
配
達
す
る
た
め
に
、
 

郵
便
番
号
制
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
制
度
に
よ
つ
て
、
機
械

を
使
つ
て
一
時
間
ニ
万
二
千
通

の
早
さ
で
百
方
面
以
上
に
区
分

け
す
る
作
業
が
可
能
に
な
る
と

い
わ
れ
、
す
で
に
7
メ
リ
カ
、
 

西
ド
イ
ッ
な
ど
七
か
国
で
採
用

し
て
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
 

郵
便
局
で
は
、
東
北
、
北
海

道
、
東
京
周
辺
の
番
号
簿
を
毎

戸
に
配
布
し
ま
し
た
が
、
こ
の

番
号
簿
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い

地
域
の
番
号
を
お
知
り
に
な
り

た
い
方
は
、
あ
て
先
を
書
い
て

郵
便
局
ま
で
お
申
し
出
下
さ
い

こ
の
場
合
、
無
料
郵
便
物

の
取

扱
い
と
な
り
ま
す
の
で
、
封
筒

の
表
面
左
側
に
 
「
通信

事

務
 

（
依
頼
信
）
」
（
郵
便
番
号
調
査

事
務
）
と
お
書
き
の
う
え
、
切

手
を
は
ら
ず
に
お
差
し
出
し
下

さ
い
。
 

封
筒
、
は
が
き
な
ど
に
は
、
 

あ
ら
か
じ
め
朱
色
の
わ
く
を
印

刷
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
親
番

号
は
左
側
の
三
つ
の
大
き
な
わ

く
の
中
に
、
子
番
号
が

つ
く
区

域
で
は
、
右
側
の
二
つ

の
小
さ

な
わ
く
に
も
、
ア
ラ
ビ
ァ
数
字

で

一
字
づ
つ
、
て
い
ね
い
に
記

入
し
て
下
さ
い
。
た
だ
し
、
子

番
号
の
つ
か
な
い
地
域
で
は
、
 

右
側
の
小
さ
な
わ
く
に
何
も
書

か
な
い
で
下
さ
い
。
 

す
で
に

お
手
持
ち

の
封
筒
、
 

り
 
は
が

き
お
 

よ
 
ょ
び
、

第
 

一
種
（
定
 

日
 

形
外
）
第
 

1
 

三
種

（
帯

月
 

封
）
小
包
 

7
 

郵
便
な
ど
 

の
場
合
は
 

特
に
記
入
 

わ
く
を
必
 

要
と
し
ま
せ
ん
が
、
表
面
右
上

部
の
見
や
す
い
と
こ
ろ
に
番
号

を
お
書
き
下
さ
い
。
 

な
お
、
市
内
の
番
号
は
左
側

の
親
番
号

0
3

7

だ
け
で
よ

い
の
で
す
が
、
長
橋
、
七
和
地

区
の
方
は
右
側
の
子
番
号
0
6
 

を
も
、
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
 

七
月
一
日
以
後
に
郵
便
物
を

出
す
と
き
は
、
あ
て
先
の
番
号

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
自
分
の

番
号
も
必
ら
ず
お
書
き
下
さ
い

ま
た
、
名
刺
を
印
刷
す
る
と
き

も
自
分
の
番
号
を
入
れ
る
よ
う

に
し
ま
し
よ
う
。
 

臨
時
市
議
会
お
わ
る
 

六
月
三
日
、
臨
時
市
議
会
が

招
集
さ
れ
、
次
の
議
案
が
だ
さ

れ
ま
し
た
。
 

財
政
再
建
計
画
変
更
、
昭
和

四
十
ニ
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
、
昭
和
四
十
二
年
度
国
保
会

計
補
正
予
算
、
市
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処

分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
、
昭

和
四
十
三
年
度
市

一
般
会
計
補

正
予
算
、
青
森
県
市
町
村
等
非

常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
組
合

規
約
の

一
部
を
変
更
す
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。
 

な
お
、
市
役
所
の
位
蹴
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
三
分
の
二
の

同
意
が
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
 

地
震

商
品
被

害
は
 

『
経
費

』
と
な
り

ま
す
 

税
務
署
で
は
十
勝
沖
地
震
の

被
害
を
う
け
た
方
の
国
税
の
特
 
 

別
取
扱
い
が
あ
る
そ
う
で
す
。
 

融
資
な
ど
を
受
け
る
た
め
に

納
税
証
明
書
が
必
要
な
と
き
は

被
災
証
明
書
を
提
示
す
れ
ば
、
 

無
料
で
発
行
す
る
そ
う
で
す
。
 

ま
た
、
商
品
や
原
材
料
な
ど
の

た
な
卸
資
産
、
店
舗
、
工
場
な

ど
の
事
業
用
資
産
に
受
け
た
損

害
額
は
，
事
業
所
得
を
計
算
す

る
場
合
「
必
要
経
費
」
と
な
ち

そ
う
で
す
。
 

な
お
、
被
害
に
よ
つ
て
納
税

が
困
難
と
な
つ
た
と
き
は
、
一
一

か
月
以
内
に
税
務
署
長
に
申
請

し
て
、
原
則
と
し
て
一
年
以
内

の
納
税
猶
予
を
し
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
 

住
宅
金
融

公
庫
の
貸
付
 

本
年
度
住
宅
建
設
資
金
の
貸

付
の
日
程
が
、
つ
ぎ
の
と
お
り

決
定
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
 

申
込

期

間

六
月
十
日
ー
 

七
月
十
九
日
 

◇
産
業
労
功
者
分
譲
住
宅

（
従

業
員
持
家
住
宅
）
◇

一
般
産
業

労
功
者
住
宅
（
社
宅
、
単
身
寮
）
 

◇
鉄
筋
7
パ
ー
ト
 
（
賃
貸
又
は

分
譲
）
◇
土
地
担
保
賃
貸
住
宅
 

申
込

期
間

六
月
二
十
日
ー
 

十
月
三
十
一
日

◇
住
宅
、
店
舗
、
事
務
所
（
中

高
層
単
独
建
築
、
中
高
層
共
同

建
築
）
。
 

く
わ
し
い
こ
と
は
、
県
土
木

部
建
築
課
に
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
J
 

住
宅
改
良
資
金
を

貸
し
ま
す
 

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
つ
ぎ

の
条
件
に
よ
り
住
宅
改
良
資
金

を
貸
す
そ
う
で
す
。
 

一
、
貸
付
け
を
皿
又
け
る
 

ー
 
こ
と
が
で
き
る
方
 

令
霧
糞
鍔
べ
）
 

①
 
自
己
所
有
の
住
宅

（
本
人

の
直
系
尊
卑
属
又
は
配
偶
者

の
所
有
す
る
住
宅
を
含
む
）
 

を
、
自
ら
居
住
す
る
た
め
改

良
し
よ
う
と
す
る
方
 

②
 
公
庫
か
ら
貸
付
を
受
け
な

け
れ
ば
、
住
宅
を
改
良
で
き

な
い
方
 

③
 
自
己
資
金
の
調
達
が
確
実

に
で
き
る
方
 

④
 
貸
付
金
の
償
還
が
確
実
に

で
き
る
見
込
み
の
あ
る
方

⑥
 
貸
付
金
の
償
還
に
関
し
、
 

確
実
な
保
証
人
の
あ
る
方
 

対
象
と
な
る
建
物
 

改
良
後
に
お
け
る
一
戸
当
た

り
の
住
宅
部
分
の
床
面
積
が

三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
 
（
約九

坪
）
以
上
の
建
物
 

貸
付
金
の
限
度
 

住
宅
改
良
工
事
費
の
七
十
％

以
内
の
額
で
、
十
万
円
か
ら

三
十
五
万
円
ま
で
 

申
込
受
付
期
間
 

六
月
十
日
か
ら
七
月
九
日
ま
 

で
 償

還
期
間
、
方
法
 

十
年
以
内
で
、
毎
月
払
い
、
 

二
月
払
い
、
三
月
払
い
、
六

月
払
い
と
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
 

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
民
課
ま

で
お
間
い
あ
わ
せ
ね
が
い
ま
す
 

県
内
八
市
で
組
織

し
て
い
る
県
交
通

災
害
共
済
組
合
五

月
加
入
達
成
率
は

当
市
が
十
・
七
％

で
八
戸
市
の
十
五
 

・

八
％
に
つ
い
で

二
位
と
な
り
発
足

以
来
の
通
算
で
は

十
和
田
市
六
十
九

％
、
八
戸
市
六
十
 

五
％
、
 当
市
が
五
十
六
％
で
三

位
に
な
り
ま
し
た
。
 

ま
た
当
市
で
は
、
全
市
民
加

入
を
目
標
に
、
農
作
業
の
一
段

落
し
た
新
市
域
に
係
員
が
出
か

け
、
つ
ぎ
の
日
程
で
行
政
連
絡

員
た
ち
と
制
度
説
明
会
を
ひ
ら

き
、
加
入
を
呼
び
か
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
 

十
 
八
 日
 
三
好
、
中
川
 

二
 
十
 
日
 
毘沙
門
、
長
富
 

飯
詰
 

二
十
五
日
 
栄
、
梅
沢
 

二
十
七
日
 
松
島
 

七
月
二
日
 
長
橋
、
七
和
 

早く より確実に 

Il.b‘二 

郵便番号制 

八戸についで第2位 

交通災害共済達成率 
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